
人間・社会レジリエンス研究分野 

豪雨災害時の避難行動に関する研究 

緊急時の意思決定モデル（池田, 1986） 

状況の定義 
状況の 
再定義 

行為の 
決定 

行動 

災害に関す
る知識等 

行為に関する
知識等 

行為の 
実行可能性 

強い感情 

「強い雨だが，い
つも通り危険はな
い」 

「尋常ではない」 
「危険かもしれ 
ない」 

「一時避難場所へ避
難しよう」 
「2階に上がろう」 

「地鳴りは土砂災
害の前兆だ」 

「どこに避難 
すればよいか」 

「足が悪くて 
移動できない」 

目的：豪雨災害時の避難に関する人の意思決定プロセスを 
   解明し，命を守る行動を効果的に促す方策に結び付ける 

他者の動向 
警報や情報提供 等 
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RQ3.「状況の再定義」を促す 
  ／阻害する要因は何か？ 

RQ1. この通りのプロセスを  
   辿ったか？ 

RQ2. 災害や行為に関する知  
   識として何が必要か？ 

RQ4. 「行為の決定」を促す 
  ／阻害する要因は何か？ 

RQ5. 感情の  
  役割は？ 
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目的：豪雨災害時の避難に関する人の意思決定プロセスを 
   解明し，命を守る行動を効果的に促す方策に結び付ける 

方法：広島県が計画中の豪雨災害時の避難行動に関する面接  

   調査及び郵送調査のデータを活用 

   必要に応じてその他の実証研究を実施 
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